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会社紹介



ユケン工業のご紹介
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当社のCO2削減に向けての
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取り組みについて



当社のカーボンニュートラルに対する取組み方法

カーボンニュートラルを目指す ⇒ LCAをもとに効果を評価

原材料の採取から製造、使用及び廃棄にいたる、全ての過程を通して
製品が環境に与える負荷の大きさを定量的に整理、評価する手法

LCA（Life Cycle Assessment）とは
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CO2削減効果評価の試算モデルライン

アルカリ脱脂
槽容量：3,200L
管理温度：55℃

以下のバレルライン（投入量 50kg/ﾊﾞﾚﾙ）を基準にCO2排出量の試算を行っています。

酸洗い
槽容量：4,800L
管理温度：常温

アルカリ電解
槽容量：1,600L
管理温度：40℃
電解条件：8V 900A

めっき
槽容量：12,000L
管理温度：推奨設定
電解条件：推奨設定

ﾍﾞｰｷﾝｸﾞ処理
保持時間：2時間
管理温度：200℃

後処理
槽容量：400L
管理温度：35℃
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環境条件 室温、水温によってCO2排出量が変動します

24時間稼働かどうかでCO2排出量が大きく変動します

→ 今回は平均室温 20℃、平均水温 15℃にて試算を実施

稼働条件

CO2排出試算時 変動ファクターについて

→ それぞれ実情に応じた試算を実施

実際の作業状況や環境により、最適な薬品が異なることが考えられます。
上記のファクターだけでなく、原料調達～廃棄までを考慮した薬品選定が必要です。
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電気 or 重油 (蒸気 or 蛇管) によって変動加温、冷却方法
→ 冷却は電気、加温は重油（蛇管）にて試算を実施



CO2排出量計算ツール(例)
CO2排出量の試算を行うことができる計算ツールを作成し、使用しております。
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・優れた脱脂性

・使用温度の低温化

防錆皮膜処理工程で排出されるCO2を削減させる表面処理ﾌﾟﾛｾｽをご提案します

前処理前処理

常温タイプ脱脂剤常温タイプ脱脂剤

カーボンニュートラル推進のための表面処理プロセス

・高防錆、高生産性

・優れた排水処理性

・使用温度の低温化

ZnZnめっきめっき

酸性酸性ZnZn--NiNi合金めっき浴光沢剤合金めっき浴光沢剤

・高温使用可能。チラーレス

・めっき廃液の低減、排水性向上

高温タイプ酸性カリ浴光沢剤高温タイプ酸性カリ浴光沢剤

ZnZn合金めっき合金めっき
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〇薬品切替によるCO2削減目安（1トン処理あたり）

 従来のアルカリ脱脂剤の概念を打ち破り、室温で使用可能です。
 液加温が不要なため、大幅なCO2排出量の低減が可能です。

常温タイプ アルカリ脱脂剤使用時のCO2削減効果例

CO 排出量 90% ダウン0.4

初期加温 ランニング

0.4 kg CO常温タイプ CO2 排出量 90% ダウン

4.1

0.4

4.2 kg-CO2

0.4 kg-CO2
常温タイプ
25℃

高温タイプ
55℃
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高温タイプ 酸性カリ浴光沢剤使用時のCO2削減効果例

 電流効率が良く、電気使用量の削減になります。
 40℃以上で使用可能なため、チラーによる冷却が必要ありません

〇薬品切替によるCO2削減目安（1トン処理あたり）

高温タイプ

初期加温 電力量 チラー

排出量 ダウン酸性浴

0 10 20 30 40 50 60 70

ジンケート
30℃

高温タイプ
42℃

1トン処理当たりのCO2排出量 (kg-CO2)

CO2 排出量 49% ダウン28.2

50.9 6.5

30.0 kg-CO2

58.5 kg-CO2
ジンケート
30℃

酸性浴
42℃
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 電流効率がよく、アルカリ浴と比べて大幅な電力使用量の低減が実現できます。
 生産性が高く、処理あたりのCO2削減効果が期待できます。

酸性ZnNiめっき光沢剤使用時のCO2削減効果例

〇薬品切替によるCO2削減目安（1トン処理あたり）
初期加温 電力量 チラー

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0 140.0 

アルカリZnNi

酸性ZnNi

1トン処理当たりのCO2排出量 (kg-CO2)

CO2 排出量 76% ダウン31.2 kg-CO229.2

110.6 19.0
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最後に
ユケン工業では
「表面処理市場の低炭素化の実現」

を目指し、商品をご提案させて頂いています。

・製品製造時のCO2排出量削減

製品使用時の 排出量削減

Ex.) 液体洗浄剤のラインナップのさらなる拡充による、製品製造時のエネルギー削減

・ 製品使用時のCO2排出量削減

・ 製品性能向上によるCO2削減効果の付与

様々な角度から、カーボンニュートラルに
繋がるご提案ができるよう、鋭意努力させていただきます。
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Ex.) 工程短縮によるエネルギー削減、排水処理性向上など副次的なCO2低減

Ex.) 防錆性能向上による部品サイクルの向上、自動車燃費向上へのご提案など



問い合わせ先

営業所
東 北営業所 TEL：0197-61-3077 ㈹

本社
〒448-8511 愛知県刈谷市野田町場割５０

TEL：0566-21-7311㈹ FAX：0566-23-1966
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東 北営業所 TEL：0197 61 3077 ㈹
北関東営業所 TEL：048-524-2722 ㈹
東 京営業所 TEL：03-3759-5291 ㈹
長 野営業所 TEL：0266-55-1163 ㈹
北 陸営業所 TEL：0766-69-7571 ㈹
名古屋営業所 TEL：0566-73-8220 ㈹
大 阪営業所 TEL：06-6974-5600 ㈹
広 島営業所 TEL：082-509-3443 ㈹
九 州営業所 TEL：093-644-8808 ㈹

お問い合わせは、上記営業所へご連絡お願い致します。



ご静聴有り難うございました


